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農薬取締法に基づき農薬登録申請者が提出を義務づけられている毒性及び

残留性に関する試験成績

(農水省農薬コーナーホームページより)農薬の登録制度

（１）農薬の登録制度
農薬は、その安全性の確保を図るため 「農薬取締法」に基づき、製造、、

輸入から販売そして使用に至る全ての過程で厳しく規制されます（従来は販

売規制が中心でしたが、平成 年 月の法改正で製造・輸入・使用の規制14 12
。）。 、「 」 。 、が加わりました その中心となっているのが 登録制度 です これは

一部の例外を除き、国（農林水産省）に登録された農薬だけが製造、輸入及

び販売できるという仕組みです。

（２）登録の手続き
農薬の登録を受けるに当たって農薬の製造者や輸入者は、その農薬の品質

や安全性を確認するための資料として病害虫などへの効果、作物への害、人

への毒性、作物への残留性などに関する様々な試験成績等を整えて、独立行

政法人農薬検査所を経由して農林水産大臣に申請します。新たな農薬の開発

には、およそ 年の歳月と数十億円にのぼる経費を必要とするといわれて10
います。

農薬は、人が食べる作物等に使用され、環境への影響も注意すべき化学物

質や生物であるため、安全性を確保するための試験を、十分行うことが必要

とされています。

（３）検査の仕組み
申請を受けた農林水産省は独立行政法人農薬検査所にその農薬を登録して

も良いか否かの検査をするよう指示します。農薬検査所では、提出された試

験成績等に基づいて、農薬の品質の適正化とその安全かつ適正な使用の確保

のため、農薬の薬効をはじめ毒性や作物・土壌に対する残留性などについて

総合的に検査し、農林水産省にその結果を報告します。この結果から、農林

水産省はその農薬を登録するか否かを判断します

（４）検査の内容
農薬検査所では、農薬の薬効、薬害、安全性及び製品の性質について検査

を行います。



ア 薬効の検査

薬効については、その農薬が実際に申請された方法に基づいて使用され

た場合、病害虫や雑草の防除に確実に効くかどうか、検査します。

イ 薬害の検査

薬害については、その農薬が実際に申請された方法に基づき使用された

場合、使用した作物とその周辺の作物に対して害を与えないことを検査し

ます。

ウ 安全性の検査

安全性については、農薬使用者の安全性、農薬が使用された農作物を食

べた場合の安全性及び散布された環境に対する安全性に関する検査を行っ

ています。

これらの安全性を確認するために、登録申請者は、信頼性のおける試験

機関においていくつもの毒性試験、残留試験、環境への影響試験などを行

います。農薬検査所では、提出された試験の結果から総合的に判断し、農

薬が人や環境に与える影響について検査します。

人や家畜に対する毒性を調べるために行われる毒性試験は、大きく分け

て、短期間に多量の農薬を摂取した場合の毒性（急性毒性）と、少量であ

っても長期間に農薬を摂取した場合の毒性（慢性毒性）を試験するものが

あり、急性毒性試験は主に農薬を使用する人への影響を、慢性毒性試験は

農薬が使用された農作物を食べる人に与える影響を調べるものです。

なお、提出する試験成績は別紙の表のとおりですが、有効成分が既に食

品等一般に広く利用されており安全であることが公知の農薬や天敵などの

生物農薬については一部の試験項目の提出が除外されています。

エ 登録保留基準

農薬取締法では、農薬の作物残留、土壌残留、水質汚濁による人畜への

被害や水産動植物への被害を防止する観点から国が基準を定めることとさ

れており、申請された農薬毎にこれらの基準を超えないことを確認して登

録することとされています。

これら基準は、審査の結果、基準を超えると判断された場合には登録が

保留されることから「登録保留基準」と呼ばれ、環境大臣が定めて告示す

ることとなっています。このうち作物残留に係る基準については、食品衛

生法に基づく食品規格（残留農薬基準）が定められている場合、その基準

が登録保留基準となります。残留農薬基準値が定められていない場合の登

録保留基準を定める方法は残留農薬基準の場合とほぼ同じですが、残留農

薬基準は作物毎に定められるのに対し、登録保留基準は作物群毎に定めら

れています。



（別紙）

１ 薬効に関する試験成績
適用病害虫に対する薬効に関する試験成績
（農作物等の生理機能の増進又は抑制に用いられる薬剤にあっては、適用農
作物等に対する薬効に関する試験成績）
２ 薬害に関する試験成績
ア 適用農作物に対する薬害に関する試験成績
イ 周辺農作物に対する薬害に関する試験成績
ウ 後作物に対する薬害に関する試験成績
３ 毒性に関する試験成績
急性毒性を調べる試験
ア 急性経口毒性試験成績
イ 急性経皮毒性試験成績
ウ 急性吸入毒性試験成績
エ 皮膚刺激性試験成績
オ 眼刺激性試験成績
カ 皮膚感作性試験成績
キ 急性神経毒性試験成績
ク 急性遅発性神経毒性試験成績
中長期的影響を調べる試験
ケ 日間反復経口投与毒性試験成績90
コ 日間反復経皮投与毒性試験成績21
サ 日間反復吸入毒性試験成績90
シ 反復経口投与神経毒性試験成績
ス 日間反復投与遅発性神経毒性試験成績28
セ １年間反復経口投与毒性試験成績
ソ 発がん性試験成績
タ 繁殖毒性試験成績
チ 催奇形性試験成績
ツ 変異原性に関する試験成績
急性中毒症の処置を考える上で有益な情報を得る試験
テ 生体機能への影響に関する試験成績
動植物体内での農薬の分解経路と分解物の構造等の情報を把握する試験
ト 動物体内運命に関する試験成績
ナ 植物体内運命に関する試験成績
環境中での影響をみる試験
ニ 土壌中運命に関する試験成績
ヌ 水中運命に関する試験成績
ネ 水産動植物への影響に関する試験成績
ノ 水産動植物以外の有用生物への影響に関する試験成績
ハ 有効成分の性状、安定性、分解性等に関する試験成績
ヒ 水質汚濁性に関する試験成績

４ 残留性に関する試験成績
ア 農作物への残留性に関する試験成績
イ 土壌への残留性に関する試験成績


